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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第１四半期累計期間
第30期

第１四半期累計期間
第29期

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成24年７月１日
至平成25年６月30日

売上高 （千円） 1,191,581 1,400,223 5,080,504

経常利益 （千円） 59,679 122,678 387,826

四半期（当期）純利益 （千円） 26,883 62,839 252,899

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 192,100 192,100 192,100

発行済株式総数 （株） 1,632,000 1,632,000 1,632,000

純資産額 （千円） 893,233 1,157,577 1,119,218

総資産額 （千円） 8,274,688 8,464,777 8,472,817

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 16.47 38.51 154.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 15

自己資本比率 （％） 10.8 13.7 13.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策により企業収益や個人消費に改善の

動きが見られるなど景気の回復局面にある一方、平成26年４月以降の消費税増税や電気・ガス料金の値上げ等に

対する懸念も強く、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

介護業界におきましては、政府の社会保障制度改革会議において、現行一律１割負担からの介護保険自己負担

割合の見直し、介護度が軽い「要支援者」に対する予防給付の地域支援事業への移行、特別養護老人ホームの入

居要件の厳格化など業界全体に影響が予想される提言がなされ、平成27年度以降の実施に向けて検討が進められ

ております。

このような状況下で当社は、中重度・認知症の要介護者への対応に加え、医療が必要になった場合の体制強化

を推進することで、既存ホームにおいて高い入居率を維持するとともに、前事業年度に開設したホームにつきま

しても入居が順調に進んでおります。また、新規ホームにつきましては、当第３四半期以降の開設に向けて準備

が計画通り進捗しております。　

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,400百万円（前年同期比17.5％増）、営業利益は178百万円

（同52.6％増）、経常利益は122百万円（同105.6％増）、四半期純利益は62百万円（同133.7％増）となりまし

た。

　

　セグメント別の業績は以下のとおりであります。

①　介護事業

当第１四半期累計期間におきましては、前事業年度に開設したホームの入居促進が奏功したことにより、売上

高は1,386百万円（前年同期比17.8％増）、セグメント利益は267百万円（同31.0％増）となりました。

②　その他

当第１四半期累計期間におきましては、売上高は13百万円（前年同期比4.8％減）、セグメント利益は８百万

円（同7.8％増）となりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,300,000

計 5,300,000

　　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,632,000 1,632,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であ

ります。なお、権利

内容に何ら限定のな

い当社における標準

となる株式であり、

単元株式数は100株

であります。

計 1,632,000 1,632,000 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 1,632,000 － 192,100 － 181,100

　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,631,100 16,311

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元未満株式 普通株式　　　　900 － －

発行済株式総数 1,632,000 － －

総株主の議決権 － 16,311 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が32株含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表

について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金
※1 1,400,729 ※1 1,229,189

売掛金 567,996 581,258

貯蔵品 1,251 1,189

その他 136,074 171,686

流動資産合計 2,106,052 1,983,324

固定資産

有形固定資産

建物
※1 5,063,862 ※1 5,063,862

減価償却累計額 △1,293,303 △1,339,506

建物（純額） 3,770,559 3,724,356

構築物 152,738 152,738

減価償却累計額 △81,564 △84,422

構築物（純額） 71,173 68,315

機械及び装置 7,775 7,775

減価償却累計額 △6,244 △6,369

機械及び装置（純額） 1,530 1,405

車両運搬具 7,123 7,123

減価償却累計額 △6,925 △6,939

車両運搬具（純額） 198 184

工具、器具及び備品 119,505 128,437

減価償却累計額 △97,667 △100,120

工具、器具及び備品（純額） 21,838 28,316

土地
※1 743,859 ※1 743,859

リース資産 995,257 995,257

減価償却累計額 △174,896 △185,639

リース資産（純額） 820,361 809,618

建設仮勘定 3,933 5,033

有形固定資産合計 5,433,452 5,381,089

無形固定資産 29,393 30,386

投資その他の資産

差入保証金 669,776 771,139

その他 234,679 299,375

貸倒引当金 △537 △537

投資その他の資産合計 903,918 1,069,976

固定資産合計 6,366,764 6,481,452

資産合計 8,472,817 8,464,777
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 48,988 50,054

短期借入金 178,600 190,003

1年内返済予定の長期借入金
※1 535,221 ※1 534,348

未払法人税等 132,481 95,130

前受収益
※2 275,333 ※2 279,156

賞与引当金 26,831 108,498

その他 407,206 374,061

流動負債合計 1,604,660 1,631,253

固定負債

長期借入金
※1 3,900,692 ※1 3,834,896

リース債務 946,508 940,790

退職給付引当金 60,430 65,245

役員退職慰労引当金 95,000 98,558

長期前受収益
※2 603,840 ※2 590,957

資産除去債務 78,571 78,973

その他 63,894 66,525

固定負債合計 5,748,938 5,675,946

負債合計 7,353,599 7,307,199

純資産の部

株主資本

資本金 192,100 192,100

資本剰余金 181,100 181,100

利益剰余金 746,050 784,409

自己株式 △31 △31

株主資本合計 1,119,218 1,157,577

純資産合計 1,119,218 1,157,577

負債純資産合計 8,472,817 8,464,777
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 1,191,581 1,400,223

売上原価 925,118 1,095,706

売上総利益 266,463 304,517

販売費及び一般管理費 149,751 126,396

営業利益 116,711 178,120

営業外収益

受取利息 145 114

受取保険金 822 －

受取賃貸料 814 874

その他 353 141

営業外収益合計 2,135 1,130

営業外費用

支払利息 52,378 50,493

その他 6,788 6,078

営業外費用合計 59,167 56,572

経常利益 59,679 122,678

税引前四半期純利益 59,679 122,678

法人税、住民税及び事業税 64,908 91,739

法人税等調整額 △32,112 △31,900

法人税等合計 32,796 59,839

四半期純利益 26,883 62,839
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。　

　

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

　

（四半期貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年６月30日）
当第１四半期会計期間
（平成25年９月30日）

現金及び預金 540,238千円 43,000千円

建物 3,475,682 3,434,473

土地 743,859 743,859

計 4,759,780 4,221,332

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年６月30日）
当第１四半期会計期間
（平成25年９月30日）

長期借入金
4,041,575千円　　 3,960,875千円　

（１年内返済予定の長期借入金含む）

計 4,041,575 3,960,875

 

（注）上記の他、火災保険金請求権を担保に供しており、また、上記建物のうち271,000千円は取引先の銀行

借入に対する第三者担保としても提供しております。

　

※２　入居一時預り金の会計処理

　入居一時預り金は主に、入金日に負債計上した上で契約条件に従い入居日に５分の１を償却し、以後60ヶ

月で残額を均等償却して収益認識を行っております。

　当該入居一時預り金に関する前受収益の期末残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年６月30日）
当第１四半期会計期間
（平成25年９月30日）

前受収益 275,333千円 279,156千円

長期前受収益 566,820 554,305
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日）

減価償却費 63,890千円 64,009千円

のれんの償却額 3,174千円 －千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。　

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。　　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

　

１．配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月26日

定時株主総会
普通株式 24,479 15 平成25年６月30日 平成25年９月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。　　　　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
報告セグメント その他

（注）
合計

介護事業 計

売上高 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,177,028　 1,177,028　 14,553　 1,191,581　

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － －

計 1,177,028　 1,177,028　 14,553　 1,191,581　

セグメント利益 204,571　 204,571　 8,146　 212,718　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を

含んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

利益 金額

報告セグメント計 204,571　

「その他」の区分の利益 8,146　

全社費用（注） △96,006

四半期損益計算書の営業利益 116,711　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
報告セグメント その他

（注）
合計

介護事業 計

売上高 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,386,363　 1,386,363　 13,860　 1,400,223　

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － －

計 1,386,363　 1,386,363　 13,860　 1,400,223　

セグメント利益 267,940　 267,940　 8,782　 276,722　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を

含んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

利益 金額

報告セグメント計 267,940　

「その他」の区分の利益 8,782　

全社費用（注） △98,602

四半期損益計算書の営業利益 178,120　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　16円47銭 　38円51銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 　26,883 　62,839

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 26,883 62,839

普通株式の期中平均株式数（株） 1,632,000 1,631,968

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式で、前事業年度末から重要な

変動があったものの概要　

― ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月７日

株式会社チャーム・ケア・コーポレーション

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　泰生　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 里見　　優　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

チャーム・ケア・コーポレーションの平成25年７月１日から平成26年６月30日までの第30期事業年度の第１四半期会

計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年７月１日から平成25年９

月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸

表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チャーム・ケア・コーポレーションの平成25年９月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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